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子どもたちの明るい笑顔･未来と民族教育の発展のために  

宝
塚
・
伊
丹
で
幼
保
無
償
化
請
願
採
択 

二

〇

一

九

年

年

十

月

に 

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」

（
幼
保
無
償
化
）
が
実
施
さ
れ

一
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

 

そ
の
間
、
多
く
の
方
々
の  

ご
支
援
・
ご
協
力
に
支
え
ら
れ

外
国
人
学
校
幼
稚
園
に
も
「
幼

保
無
償
化
」
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
政
府
及
び
各
自
治
体
に
要
望

活
動
な
ど
を
繰
り
広
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

宝
塚
市
で
は
「
朝
鮮
学
校
を

支
え
る
宝
塚
市
民
の
会
」
を
は

じ
め
17
団
体
が
請
願
者
と
な
っ

て
く
だ
さ
り
、
六
月
二
六
日
に

行
わ
れ
た
宝
塚
市
議
会
六
月 

定
例
会
に
て
14
対
11
の
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
引
き
続
き
一
〇
月
五
日
の 

九
月
定
例
会
に
て
予
算
案
が 

可
決
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
四
月

に
遡
上
し
て
宝
塚
市
に
在
住
す

る
外
国
人
学
校
幼
稚
園
に
通
う

児
童
に
幼
保
無
償
化
相
当
の
補

助
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
幼
稚

班
へ
の
適
用
は
全
国
初
の
快
挙

と
な
り
ま
す
。 

 

伊
丹
市
で
は
、
宝
塚
市
で
の

快
挙
を
全
国
に
広
げ
て
い
く
足

掛
か
り
に
し
よ
う
と
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
一
〇
月  

五
日
の
九
月
定
例
会
に
て
幼
保

無
償
化
の
請
願
が
15
対
12
の
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
採
択
さ
れ
た
請
願
に
基

づ
き
伊
丹
市
在
住
の
外
国
人
学

校
幼
稚
園
児
童
に
幼
保
無
償
化

相
当
の
補
助
を
実
施
す
べ
く
要

望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
す
る
よ
う
に
支
援
す

る
」
と
の
幼
保
無
償
化
政
策
の

基
本
理
念
通
り
国
が
政
策
を 

（6 月 26 日請願採択後、宝塚市議会にて） 

改
め
、
当
政
策
よ
り
除
外
さ
れ

て
い
る
全
国
八
九
ヶ
所
の
外
国

人
学
校
幼
稚
園
（
内
四
十
ヶ
所

が
ウ
リ
幼
稚
班
）
に
幼
保
無
償

化
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
活
動
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
八
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
） 

 

十
一
月
二
〇
日
、
兵
庫
県
庁

に
て
兵
庫
県
外
国
人
学
校
協
議

会
が
井
戸
知
事
宛
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。 

 

兵
庫
県
よ
り
金
澤
和
夫
副
知

事
、
新
井
達
廣
国
際
交
流
課
長
、

小
倉
陽
子
私
学
教
育
課
長
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

要
望
書
で
は
長
年
に
渡
る
外

国
人
学
校
へ
の
支
援
に
感
謝

し
、
県
政
と
し
て
掲
げ
る
多
文

化
共
生
社
会
実
現
に
お
け
る
外

国
人
学
校
の
存
在
の
重
要
性
を

訴
え
、
引
き
続
き
支
援
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し

た
。 

 

特
に
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り

朝
鮮
学
校
の
み
に
対
し
段
階
的

に
削
減
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
度

に
は
半
減
と
さ
れ
て
い
る
助
成

金
を
他
の
外
国
人
学
校
と
同
額

に
戻
し
て
く
だ
さ
る
様
、
要
望

し
ま
し
た
。 

 
Jay B

u
rke

協
議
会
副
会
長

は
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
は
阪
神

淡
路
大
震
災
に
次
ぐ
災
害
で
あ

る
。
こ
の
様
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

助
け
合
い
多
文
化
共
生
実
現
の

為
に
励
む
べ
き
で
あ
る
。
朝
鮮

学
校
へ
の
助
成
金
復
元
が
そ
の

ひ
と
つ
の
証
に
な
る
と
強
く
訴

え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
等

し
く
学
ぶ
権
利
を
得
る
た
め
今

後
も
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

兵
庫
県
知
事
宛
に
要
望
書
を
提
出 



( 2 ) 学校法人兵庫朝鮮学園 情報紙 「未来」 2020 年度 秋･冬号 

 

  



2020 年度 秋･冬号 学校法人兵庫朝鮮学園 情報紙 「未来」 ( 3 ) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校創立75周年 since 1945.10.27 ～ 

３学期 学校主要行事 日程(予定) 
  

 コロナ禍の中、愛校祭や周年記念
行事は例年通り行う事が出来ません
でしたが、保護者方と地域同胞方の
温かい愛情により、10/27(火)、本校
は学校創立 75 周年を迎えることが出
来ました。 
 11/28(土)には、全校生校内愛校行
事も行い、この期間調べ学習で学ん
だ学校の歴史や未来の学校像発表、
校種別演目発表など、有意義で楽し
い時間を過ごしました。 

保護者と地域同胞の期待に応え、学校創立 75 周年を輝かせるべく、この期間子どもたちが大活躍しました!!! 

 (上) 創立記念日当日に 

      撮影した 75+人文字 

  (左) 愛校行事での全校生 

     集合写真 

  共 に          行こう             神戸初中 

10/4 運動会・全校生大農楽舞の様子 11/6 中舞踊部・中吹奏楽部 近畿・東海地方芸術発表会を終えて 11/14 初サッカー部コマチュック BEST8(1 部 5 位) 

11/20 中サッカー部・在日朝鮮学生中央体育大会 3 年ぶり 2 度目の優勝 11/19 中バスケ部・中央体育大会 12/6 中バレー部・中央体育大会 3 位 

10/27 学校創立記念日当日・女性同盟神戸支部お祝い特別給食に感謝 10/31 初県陸上競技会 11/3 低サッカー・ドッジボール 4.24cup 

11/22 初独舞発表会 11/28 校内 75+愛校行事 11/30 兵庫県少年団クイズ王決定戦優勝 12/6 初バレー部・イプニカップ初優勝 

1/ 7  始業式 

1/ 9  第 4 回体験保育 

     (幼初餅つき会) 

1/ 16  防災教育・訓練 

1/ 28  漢字検定 

1/ 30  第 5 回体験保育 

2/ 6  中 3 朝高入試 

2/ 14  学芸会 

2/ 16  初ｻｯｶｰ･ﾊﾞﾚｰ大会 

2/ 19 初マラソン大会 

2/ 20 中マラソン大会 

2/ 25 初スケート教室 

2/ 27 幼マラソン大会 

3/ 6 第 6 回体験保育 

3/ 14 初中卒業式 

3/ 23 幼卒園式・修了式 

3/ 24 初中修了式 

 11/23(祝)、神戸支部・神

戸商工会初の共催による、

本校創立 75 周年記念チャリ

ティーゴルフコンペが盛大

に行われました。 

 当日は快晴の中、130 名を

超える方々にご参加いただ

き、310 万円のチャリティー

金を寄贈いただきました。 

 本当にコマッスミダ。 
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十
月
二
十
九
日
、
幼
稚
班
で
は

「
芋
ほ
り
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

年
長
組
の
ア
ッ
パ
や
オ
ン
マ
に
協
力

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
生
け
ん

め
い
お
芋
を
掘
っ
た
オ
リ
ニ
た

ち
！
掘
っ
た
お
芋
は
１
ヶ
月
ね
か

せ
て
、
焼
き
芋
に
！
！
「
マ
シ
ッ
ソ

ヨ
ー
！
」
と
何
個
も
食
べ
て
い
ま
し

た
。 

幼稚班 便り 

十
一
月
七
日
、「
第
四
回
体
験

保
育
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
対
象
の
家
庭
の
み
で
保
育
を

行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
電
車
ご

っ
こ
」
！
電
車
に
ち
な
ん
だ
表
現

あ
そ
び
を
楽
し
み
、
自
分
の
電
車

を
作
っ
て
実
際
に
線
路
の
上
を
走

り
遊
び
ま
し
た
。
線
路
の
上
を
何

周
も
走
り
な
が
ら
楽
し
ん
だ
オ

リ
ニ
た
ち
で
す
！ 

十
月
十
六
日
～
十
七
日
に
か

け
て
、
し
あ
わ
せ
の
村
に
て
宿
泊

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
今
年
度
初
め
て
の
課
外
活
動

で
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
運
動
遊

び
、
宝
探
し
等
を
楽
し
み
、
ま
た

上
級
生
が
下
級
生
を
よ
く
見
て
あ

げ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
屋
内

で
も
ク
イ
ズ
大
会
を
し
た
り
練
習

を
積
み
重
ね
て
き
た
グ
ル
ー
プ
ご

と
の
公
演
を
発
表
し
た
り
、
笑
い

声
が
絶
え
な
い
二
日
間
で
し
た
。 

初級部 低学年便り 

初級部 高学年便り 中級部 便り 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
毎
年

九
月
、
十
一
月
に
行
わ

れ
て
い
た
全
国
朝
鮮
中

級
学
校
体
育
大
会
と

芸
術
競
演
大
会
が
こ
の

度
十
一
月
、
十
二
月
に

分
散
形
式
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
観
客
数

は
制
限
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
会
終
了
後
、
生

徒
た
ち
顔
に
は
達
成
感

が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。 十

月
二
三
～
二
四

日
、
少
年
団
キ
ャ
ン
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
六

甲
山
牧
場
に
て
動
物

た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
ア

イ
ス
作
り
も
行
い
ま

し
た
。
そ
の
他
に
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
カ
ヌ
ー
、

焼
き
板
作
り
な
ど
初

め
て
す
る
活
動
が
多

く
緊
張
し
な
が
ら
も

楽
し
む
児
童
た
ち
で

し
た
。
二
日
間
、
六
年

生
を
中
心
に
み
ん
な

が
助
け
合
い
な
が
ら

キ
ャ
ン
プ
活
動
を
す

る
姿
が
印
象
的
で
す
。

十
一
月
二
十
七
日
に
は
口

演
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
リ
モ
ー
ト
開
催
で
し
た

が
、
他
校
の
発
表
も
興
味
深
く

観
て
、
自
分
た
ち
が
一
生
懸
命

準
備
し
た
発
表
も
と
て
も
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ウ

リ
マ
ル
の
発
音
を
も
っ
と
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

この冊子を手にした皆様。そして尼崎朝鮮初中級学校卒業生のみなさん。私たちは母校を応援す

るために愛校運動を展開している、一般社団法人ヒューチャーと申します。コロナ禍の只中で同

胞社会も日本社会も大変ですが、愛する母校は、そこに通う園児・児童・生徒は一生懸命学び、

走り、歌い、踊り、笑顔満開で頑張っています。本当に誇らしいかぎりです。その母校を応援す

るために、「電力会社を切り替えて学校を応援しよう！」キャンペーンを実施中です。本校卒業

生はもちろんのこと、そうでない方も是非応援してください！！ 
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ポプラ祝祭 2020 ～아이들아 이것이 우리 학교다～ 開催！ 
今年はコロナの影響で開催中止となった「愛校祭」の代わりに、全校生徒・園児・教員によ

る校内行事「ポプラ祝祭 2020 -아이들아 이것이 우리 학교다-」を開催しました。 

チーム対抗運動遊びやクイズ大会、ソンセンニン達によるライブ公演、大抽選会など、初の

試みとなる行事でしたが、参加者全員が大満足の一大イベントとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の中でも一生懸命頑張ってきた結果、沢山の成果を挙げました！ 

今年はコロナの影響で色々と制限がありましたが、悪条件にも負けじと頑張ってきた生徒たち

が例年以上の成果を挙げました。この度の成果は保護者だけではなく、地域同胞の方々にも力と

希望を与えてくれるものでした。 

학생중앙체육대회 2020 中級部女子バレー部が準優勝！ 

中央体育大会にて、バレーボール部が 8 年ぶりの決勝進出で準優勝！ 

バスケットボール部ベスト４、サッカー部も５位と大健闘しました。 

 

 

 

 

 

 

低学年 4.24 カップで 2 年連続ダブル優勝の快挙！ 

今年も兵庫県低学年の熱烈な戦い４.２４カップが開催され、

ウリハッキョは、去年に引き続きサッカーもドッジボールも＜

ダブル優勝＞の成績を残すことができました！ 

県大会に続きイプニカップでも優勝！ 

初級部バレー部がイプニカップで悲願の優勝を果たしました。 

 

 

 

 

 

県下学生陸上競技会にて大活躍！ 
 

 

 

 
  

チーム対抗運動遊び クイズ大会 教員ライブ公演 大抽選会 

10 月,11 月に第 3 回、第 4 回西播幼稚班体験保育を

行いました。 

パネルシアターや小麦粉ねんど作り、親子リトミッ

クなど、両日とも参加者全員が楽しい一時を過ごしま

した。次回の体験保育は２月２６日(金)です。 



( 6 ) 学校法人兵庫朝鮮学園 情報紙 「未来」 2020 年度 秋･冬号 

 

 

 

  第 75 回運動会 開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

9/20 に第 75 回運動会を行いました。緊急事態宣言による臨時休校により 4 ヵ月遅れての開催となりま

したが、新型コロナウイルス感染症対策を万全に講じて、120 名の家族と一緒に楽しいひと時を過ごす

ことができました。 

時間は短縮しながらも、内容は充実した運動会となりました。学校創立 75 周年を祝う愛校祭は来年に

開催することとなりましたが、「75 周年」を祝う初行事としても大変意義のあるものになりました。 

学校創立 75 周年 校内祝賀会 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１０/２５に西神戸朝鮮初中級学校の創立 75

周年校内祝賀会が行われました。 

新型コロナウイルス感染症予防のため、園

児・児童のご家族のみの参加となりました

が、祝賀記念公演から始まり、歴代卒業生代

表と在校生の対抗クイズ大会、抽選会まで充

実した内容でした。 

又、来年開催予定の「学校創立 75 周年記念 

第 44 回愛校祭」に向けたクラス別の呼びか

けもありました。来年はもっとたくさんの皆

さんと一緒に、学校創立 75 周年を盛大のお

祝いできることを固く願う一日となりまし

た。 

幼稚班生活発表会 

 

 

 

 

 

 

 

11/28 に生活発表会を行いました。新型コロナウ

イルス感染が拡大する中、感染症対策を万全に行

い開催しました。子どもたちの普段の体育遊びや

保育での様子を存分に披露することができまし

た。又、限られた内容でしたが、親子で触れ合う

企画もあり、とても微笑ましい様子が見られまし

た。 

低学年ソルマジモイム 
 

 

 

 

 

 

 

 
12/12 に 2 学期の学習発表会を兼ねたソルマジモイ

ム(年越会)を行いました。口演や合奏、体操など、

普段の学校生活での成果を存分に披露していまし

た。 

ペーパーテストでは計り知れない、こどもたちの成

長ぶりにおのずと笑顔がこぼれました。 
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兵
庫
朝
鮮
学
園 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
！ 

「
兵
庫
朝
鮮
学
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
に
ご
入

会
の
上
、
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

【
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
概
要
】 

ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
ご
支
援
く
だ
さ
る
方
の
会
で

す
。
皆
様
の
会
費
を
各
学
校
に
て
教
育
設
備
の
充

実
な
ど
運
営
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

会
費
は
毎
月
も
し
く
は
一
年
毎
に
ご
指
定
の

金
額
、
方
法
で
集
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 【
集
金
方
法
】 

以
下
の
方
法
よ
り
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

①
各
学
校
指
定
の
口
座
で
の
自
動
引
落
し 

②
集
金
代
行
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
自
動
引
落
し 

 
 

※
金
融
機
関
を
問
い
ま
せ
ん
。 

③
そ
の
他
の
方
法(

手
集
金
な
ど) 

 

十
一
月
十
一
日
、
伊
丹
初
級
学
校
に

て
公
開
授
業
及
び
支
援
者
の
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
、
現
職
市
議
会

議
員
等
一
〇
名
を
は
じ
め
二
〇
名
以

上
の
支
援
者
が
授
業
参
観
の
後
、
勉
強

会
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
児
童
が
楽
し
く
学
ぶ
姿
、

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
瞳
に
触
れ
、
こ
の
子

た
ち
に
も
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
べ
く

盛
ん
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
十
一
月
二
六
日
に
は
、
尼
崎

初
中
級
学
校
に
て
尼
崎
市
教
育
長 

は
じ
め
尼
崎
市
職
員 

三
十
一
名
参
加

の
下
、
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
の
実
情
を
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
通
じ
、
多
文
化
共
生
社

会
を
築
く
た
め
の
研
修
会
が
オ
モ
ニ

会
と
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
月
に
は
伊
丹
、
川
西
の
教
員
達
の

勉
強
会
や
兵
庫
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会 

主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
ご
理
解
頂
き
、「
幼
保
無
償
化
」

「
新
た
な
支
援
策
」
を
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ

幼
稚
班
を
含
め
す
べ
て
の
外
国
人
学

校
幼
稚
園
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
活
動

し
て
お
り
ま
す
。 

勉
強
会
、
交
流
会
開
催 

 

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り

「
幼
保
無
償
化
」
適
用
を
求
め
る
署
名
が 

一
一
月
二
一
日
現
在
、
全
国
で
四
七
万  

八
、
六
五
〇
筆
集
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

政
府
で
は
現
在
、「
幼
保
無
償
化
」
よ
り
対

象
外
と
さ
れ
た
施
設
に
対
し
て
、
来
年
度
よ

り
「
新
た
な
支
援
策
」
を
実
施
す
べ
く  

「
調
査
事
業
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す

が
、
政
府
内
で
は
「
新
た
な
支
援
策
」
よ
り

朝
鮮
学
校
幼
稚
園
を
対
象
外
と
し
て
扱
う

動
き
が
あ
り
ま
す
。 

 
全
て
の
外
国
人
学
校
幼
稚
園
を
「
新
た
な

支
援
策
」
の
対
象
に
含
む
こ
と
を
求
め
る
署

名
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
既
に
「
幼
保
無
償

化
」
署
名
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。 
 

皆
様
の
温
か
い
声
を
政
府
に
届
け
る
べ

く
署
名
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

 

署
名
用
紙
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

https://w
w

w
.youho-korea.com

 

「
新
た
な
支
援
策
」
適
用
を 

署名送付先； 

学校法人兵庫朝鮮学園 

〒651-0072 
神戸市中央区脇浜町 

 １丁目６番１号 

求
め
る
署
名
に
ご
協
力
を 


